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銅線によるギガビットイーサネットへの移行 
1000BaseT：中堅企業に高度なアプリケーションを展開するための 
LANソリューション
New World アプリケーションは LAN にス

ピードとインテリジェンスを要求します。

中堅企業では、これまで LAN（ Local-Area
Network）を使用してファイル共有や電子メー
ル通信を行うことによって、生産性と収益性を
大きく改善してきました。今、 LANは歴史的な
変化を遂げて、多くの新しい課題を提示してい
ます。その理由の 1つには、 ERP（ Enterprise
Resource Planning）、 CRM（ Customer
Relationship Management）、およびペイロール
オートメーションアプリケーションといった非
常に高度なエンタープライズソフトウェアを導
入するようになったことがあります。その結果、 
LANは業務のなかで大きな意味を持つようにな
り、ネットワークの可用性やパフォーマンスの
低下、帯域幅の不足が訴えられるようになって
きました。またインターネットの登場により、
ネットワークの輻輳が増大し、 80/20の法則が逆
転して、トラフィックの多くが LANの外部との
通信になってきています。さらに、イントラネッ
トとエクストラネットの出現によって、ミッド
レンジマーケットの LANは直ちに強化される必
要に迫られています。
多くの中堅企業は、すでにデスクトップ接続を

ファーストイーサネット速度（ 100 Mbps）に移行
して、 LANパフォーマンスを強化しています。し
かし、このソリューションは、問題の一部しか解
決していません。これによって、ボトルネックが
アップストリームのワイヤリングクローゼット
に移動しています。 LANの輻輳を緩和するため
に、ユーザーを LANにリンクするデスクトップ
スイッチは、バックボーンスイッチに対する高速
な接続を必要としています。ギガビットイーサ
ネットは、これを可能にします。シスコの最新の 
1000BaseT（ Gigabit Ethernet over copper）ス
イッチングソリューションを使用すると、デスク
トップスイッチをバックボーンまたはワイヤリ
ングクローゼットのスタックトップにおいてギ
ガビット速度で集約することができます。した
がって、既存の銅線による配線基盤を活用して、

容易かつ劇的でパワフルに LANパフォーマンス
をアップグレードし、最新のエンタープライズ、
インターネット、イントラネット、およびエクス
トラネットアプリケーションをすべて推進する
ことができます。そして、これをわずかの追加コ
ストで行うことができます

1000BaseT標準：イーサネットの最新技術

。

 

20年前に登場したイーサネットは、世界で最
も広く展開され、よく知られたインターネット
ワーキングトポロジとなっています。イーサネッ
トはこれまで、シンプルなワークグループ環境
のサポートから企業キャンパス全体の主たる通
信手段として発展してきました。同時に、その
回線速度は 10 Mbpsから 100 Mbpsへと向上し、
今では 1000 Mbpsになりました。このすばらし
いスケーラビリティによってイーサネットは、ま
すます高度なアプリケーションを展開する企業
のニーズに引き続き応えることが可能となって
います

1000BaseT標準の概要

。

 

1000BaseT標準（ IEEE 802.3ab）は、広く普
及している既存のファーストイーサネット標準
の拡張版です。これは、すでに多くの場所に敷
設されているカテゴリ 5配線システムを使ったギ
ガビットイーサネットを実現するもので、特に
中堅企業にはコスト効果の高い優れたソリュー
ションとなります。また、 1000BaseT標準は、
最新の EIA/TIAカテゴリ 5eケーブリング仕様で 
1000-Mbpsの運用をサポートします。この結果、
ファーストイーサネットを実行している銅線基
盤が存在する環境では、既存のネットワークイ
ンフラストラクチャ上でギガビットイーサネッ
トを使用して、要求の厳しいアプリケーション
に対応できるようにネットワークパフォーマン
スを大幅に改善することができます。しかも企
業はイーサネットに対するこれまでのトレーニ
ングや知識を活用できるため、ギガビットイー
サネットへの移行をシームレスかつ簡単に行う
ことができます。さらに、 1000BaseT標準は非
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常に堅牢なデザインになっているので、ファーストイーサ
ネットの一般的な機能をすべてサポートしているほか、他
の利点も提供します。このような高品質な 1000BaseTは、 
QoS（ Quality of Service）、先進的なセキュリティ、そし
てポリシー実施といった高度な機能を必要とするイーサ
ネットベースのインフラストラクチャに理想的です

1000BaseT標準の展開

。

 

1000BaseT標準は、 LANに圧倒的な柔軟性をもたらし
ます。 1000BaseT標準は、ネットワークの次の 3つの部分
で展開できます。 

• スイッチのアップリンク  --- 1000BaseT標準は、デスク
トップスイッチから次の集約ポイントへの高帯域接続を
提供します。このようなアップリンクによって、スイッチ
はサーバや他のリソースにギガビット速度で接続できま
す。こうした接続はネットワークの輻輳を大幅に緩和し
て、高帯域アプリケーションやデータへのアクセスを改
善します。 

• サーバ接続  --- 1000BaseT標準リンクは、ハイパフォーマ
ンスサーバをスイッチに接続するために使用できます。
このように使用することで、トラフィックフローが劇的
に改善されます。さらに、 1000BaseTネットワークインタ
フェースカードは、価格が下がって簡単に入手できるよ
うになってきています。つまり、サーバ接続にギガビット
イーサネットを採用するケースが、今後増えていくと予
想されます。 

• デスクトップ接続  --- デスクトップ用のネットワークイ
ンタフェースカードが利用可能になると、ユーザーはデ
スクトップに 1000BaseTを導入するようになると予測さ
れます。当初は、このようなパフォーマンスを要求するの
は、パワーユーザーだけでしょう。しかし 1000BaseTの価
格が下がってくれば、一般のデスクトップにも次第に浸
透していくと考えられます。
図1：1000BaseT標準によるネットワークの移行
 

図 1に示されているように、シスコの 1000BaseTスイッ
チは、現在ファーストイーサネットまたは 10BaseTデバイ
スをサポートしているネットワークにも展開できます。 100
メートルという銅配線の距離制限により、こうしたデバイ
スはワイヤリングクローゼットなどのビル内に配備されて
います。ビル環境内においてギガビットイーサネットは、
銅線ケーブルを使った高速接続としてもっともコスト効果
の優れたオプションを提供します。
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1000BaseTの有用性

イーサネットの全利点を提供

進化したテクノロジである 1000BaseTは、イーサネット
の全利点を提供する一方で、中堅企業の非常に要求の厳し
いアプリケーションをサポートできるだけの高速性をサポー
トします。これによって、レイヤ 2、レイヤ 3、および OSI
（ Open System Interconnection） 7階層モデルの上位層で動
作する全 Cisco IOS ®インテリジェントネットワークサービ
スを含むすべての上位層サービスを可能にします。こうし
たサービスには、高可用性、 QoS、セキュリティ、および
ポリシー実施が挙げられます。また、 1000BaseT標準は、 
802.1pベースの QoS、 EtherChannel ®テクノロジ、 VLAN
（仮想 LAN）、 802.1Q、およびスパニングツリーといった標
準レイヤ 2機能もすべてサポートします。企業はイーサネッ
トに関する組織の充実した知識をギガビットイーサネット
デバイスの展開にうまく利用することで、トレーニング、イ
ンストール、保守費用を削減することができます

バックボーンにおけるギガビット速度への容易な移行

。

 

1000BaseT標準に準拠した 1000BaseTネットワークイン
タフェースカードとスイッチは、ファーストイーサネット
とギガビットイーサネット間の 100/1000Mbpsと 10/100/
1000Mbps両方のオートネゴシエーションをサポートしま
す。こうした柔軟な製品であるため、ネットワーク管理者
は 1000BaseTをネットワークに次第に拡大することができ
ます。たとえば、サーバスイッチを 100BaseTXにしたまま
で 100/1000サーバネットワークインタフェースカードを新
しいサーバにインストールすることができます。また、そ
の逆に、既存の 100 Mbpsサーバネットワークインタフェー
スカードへの投資を維持しながら、新しい 100/1000Mbps
サーバスイッチを配備することもできます。このため企業
は、インフラストラクチャのアップグレードを時間と費用
をかけて行う必要がなくなります。これに対して、ファイ
バを使用するソリューションでは、ギガビットのサーバ速
度のみをサポートします

既存のカテゴリ 5配線を活用

。

前述したように、ギガビットイーサネットは 10BaseTと 
100BaseTをサポートするのと同じカテゴリ 5配線上で動作
します。このため、中堅企業は、既存の銅配線基盤にギガ
ビットイーサネットデバイスを簡単に追加することができ
ます。そして、銅線上で実行できる 1000BaseTは、配線を
追加することなくパフォーマンスを大幅に改善します。つ
まり、企業はギガビットイーサネットによって、追加費用
はほとんどなしでファーストイーサネットの 10倍ものネッ
トワークパフォーマンスを実現することができるのです

管理が簡単

。

 

1000BaseT標準はイーサネットの拡張であるため、 LAN
管理者は既存のネットワーク管理方法を引き続き使用する
ことができます。革新的なシスコのスイッチクラスタリン
グ技術によって企業は、リソースを追加したり既存のスイッ
チング機器を交換しなくても、複数のワイヤリングクロー
ゼットや各種 LANメディア上でネットワークを迅速に拡張
してアップグレードできます。新しい 1000BaseTソリュー
ションの登場によって、中堅企業は LAN全体を Cisco Cluster
Management Suite（ CMS）という 1つのツールで管理する
ことが可能になります。 Cisco CMSソフトウェアは、 Cisco
IOSインテリジェントネットワークサービスのパワーと機能
を Webベースのシンプルな管理機能と結合することで、 LAN
全体に対するネットワーク管理者の制御能力を改善します

シスコの優位性

。

シスコでは、現在と将来の企業からのニーズに対応する
エンドツーエンドの製品ラインを提供します。図 2に示され
ているように、最先端技術を用いた 1000BaseTサポート製
品としては、 Catalyst 2950T-24、 Catalyst 3550-12Tスイッ
チ、 Cisco 1000BaseTギガビットインタフェースコンバー
タ（ GBIC）、および Catalyst 4000スイッチが用意されてい
ます。これらのデバイスは銅線ベースのイーサネット環境
に配備することができるため、ギガビット LAN速度に簡単
かつ迅速に移行することができます。
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図2：銅線によるギガビットイーサネットのソリューション
 

Catalyst 2950T-24 

Cisco Catalyst 2950T-24スイッチは 24の 10/100BaseT
ポートと 2つの 10/100/1000BaseTアップリンクポートを装
備しています。このスイッチは、サーバへのギガビット接
続によるデスクトップやエンドステーションへのスタンド
アロンの接続に理想的です。 Cisco Catalyst 2950T-24は
以下の機能を提供します。 

• 卓越したパフォーマンス  --- Catalyst 2950T-24スイッチ
は、全ポートでワイヤスピードのパフォーマンスを提供
します。このスイッチは 8.8 Gbpsのスイッチングファブ
リックと 660万 ppsの転送パフォーマンスを備えています。 

• パワフルな移行パス  --- Catalyst 2950T-24は、既存の銅
線基盤上でギガビットのネットワーク速度への容易な移
行を実現します。ポートあたりわずか 10％の費用を追加
するだけで、ユーザーはファーストイーサネットの 10倍
のスピードでバックボーンに接続することが可能になり
ます。 

• 強力なQoS  --- 4つのイーグレスキューによって、ミッショ
ンクリティカルなアプリケーションを優先する設定や柔
軟性を提供します。 WRR（ Weighted Round Robin）スケ

ジューリングにより、すべてのトラフィックが設定され
た優先度に従ってサービスを受けることが可能になりま
す。 

• 秀逸な管理性  --- Catalyst 2950/3550-12Tスイッチクラ
スタは、 Cisco CMSソフトウェアによって Webベースで
簡単に管理することができます。 Cisco CMSは Cisco IOS
インテリジェントネットワークサービスのパワーを、シ
ンプルな Webベースの管理インタフェースで提供します。 
Cisco CMSでは、最大 16台の相互接続された Catalyst
3550-12T、 2950、 3500 XL、 2900 XL、および 1900スイッ
チを単一の IPアドレスを使って管理することができます。
さらに、 Catalyst 2950T-24の自動識別、およびオートネゴ
シエーション機能によって管理が簡素化されます。
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 Catalyst 3550-12T 

Catalyst 3550-12Tスイッチは 10個のギガビットイーサ
ネット 10/100/1000BaseTポートと 2つの GBICポートを装
備しています。この 1.5ラックユニット（ RU）のギガビッ
トイーサネットマルチレイヤスイッチは、ハイパフォーマ
ンスなエンドステーションでの使用やサーバファームの集
約に理想的です。 Catalyst 3550-12Tは以下の機能を提供
します。 

• ハイパフォーマンスなルーティング  --- Catalyst 3550は
ハードウェアの追加なしで強力な IPルーティングを提供
します。このスイッチは 24Gbpsのスイッチングファブ
リックによって比類ないパフォーマンスを実現し、単一
の IPアドレスで管理されるスイッチスタックに最高 
12Gbpsの転送レートを提供します。 

• 拡張QoS  --- Catalyst 3550-12Tの充実した QoS機能は以
下をサポートします。 

- エッジにおける標準 802.1p CoS（ Class of Service）
および DSCP（ Differentiated-Services-Code-Point）
マーキング 

-

 

CoS-DSCPマッピングを使ったレイヤ 3 QoSおよびプ
ロファイルに合致しないトラフィックに対する再分類
マークダウン 

-

 

4つのイーグレスキューと 2つのイングレスキュー 

- イーグレスポートにおける WRRスケジューリング 

- 入口側ポートでの WRED（ Weighted Random Early 
Detection）によって輻輳を回避 

• 高度なトラフィック管理 --- トラフィック管理機能には、
送信元および宛先の MAC（メディアアクセス制御）また
は IP、プロトコル、ならびにアプリケーションによるレー
ト制限があります。 

• 高品質なセキュリティ --- Catalyst 3550-12Tスイッチは、
標準および拡張アクセス制御リストと優れた TCAM、ハー
ドウェアベースのアクセス制御リスト（ ACL）ルックアッ
プといった強力なセキュリティを提供します。 

• 容易な管理  --- Cisco CMSソフトウェアによってネット
ワーク管理者は、 Webベースのシンプルな管理機能を提
供する Cisco IOSインテリジェントネットワークサービ
スを使って、 LAN全体に対する制御能力を改善すること
ができます。 Cisco CMSおよびスイッチクラスタリング
技術により、最大 16 台の相互接続された Catalyst
3550-12T、 2950、 3500 XL、 2900 XL、および 1900スイッ
チを単一の IPアドレスを使って管理することができます

Cisco 1000BaseTギガビットインタフェースコンバータ

。

 

Cisco 1000BaseT GBICは、 Catalyst 2950T-24および 
3550-12Tをお使いのお客様に理想的なソリューションで
す。これは、ハイエンドワークステーションに対して、あ
るいはワイヤリングクローゼット間において、既存の銅線
基盤で全二重ギガビットイーサネット接続を提供します。 

GBICテクノロジは、ギガビットイーサネットへのシンプ
ルで低コストな移行を可能にします。 Cisco 1000BaseT
GBICは以下の機能を備えています。 

• 柔軟なギガビットイーサネット接続  --- 配備されている
スイッチはホットスワップすることが可能であるため、
リブートは不要です。また、今後、他の 1000BaseX GBIC
を柔軟に展開することもできます。 

• 使用と配備が簡単  --- 1000BaseT GBICは以下の機能に
より、シンプルかつ簡単に運用できます。 

-「プラグアンドプレイ」の配備 

- セルフロッキングメカニズムにより、適切なインス
トールを実現 

-

 

Webベースの Cisco CMSおよび Cisco IOSソフトウェ
アにより、容易に管理することが可能 

•

 

LED がリンクステータス、リンクアクティビティ、および
リンク障害を表示  

Catalyst 4000スイッチファミリ 

Catalyst 4000スイッチファミリはコスト効果が高く柔
軟なネットワークソリューションで、パフォーマンスニー
ズに応じた拡張が可能なほか、将来にわたってお客様の投
資を保護します。 3スロットと 6スロットのモデルと新しい 
24ポート 10/100/1000BaseTラインカード（ RJ-45）を提
供する Catalyst 4000ファミリは、 24ポートから 120ポート
の 10/100/1000ギガビットイーサネットに拡張する共通アー
キテクチャを提供します。 10Mbps/100Mbps/1000Mbps
を同じインタフェースで提供して最大限の柔軟性と投資保
護を実現するモジュラ型スイッチを提供しているベンダー
は、シスコだけです。 Catalyst 4000ファミリは、パフォー
マンスニーズに応じた拡張が可能なネットワークソリュー
ションを提供し、エンタープライズとブランチにスケーラ
ビリティを提供するというシスコの方針を推進します。 
Catalyst 4000ファミリは以下の利点を提供します。 

• パフォーマンス  --- 最先端の ASICテクノロジが、ハイパ
フォーマンスなレイヤ 2およびレイヤ 3 10/100Mbpsまた
はギガビットスイッチングを提供します。レイヤ 2スイッ
チングは 24 Gbps、 18 Mppsエンジンによって推進されま
す。レイヤ 3 スイッチングはスケーラブルな 8 Gbps、 6
Mppsエンジンによって推進されます。 

• ポート密度 --- 1台のシャーシで最大 240のファーストイー
サネットポートまたは 120のギガビットイーサネットポー
トをサポートして、ネットワークエレメントの接続要求
に対応します。ホットスワップ可能なモジュラ型のプラ
グアンドプレイスイッチングソリューションを提供する 
Catalyst 4000ファミリは、煩雑さを緩和して、今日の変化
するネットワークデスクトップ環境を容易にサポートし
ます。 

• 投資を保護 --- Catalyst 4000の優れたアーキテクチャに
より、 Catalyst 4000ファミリラインカードの有用期間が
延長されます。柔軟なモジュラ型のアーキテクチャによ
り動的なデスクトップ接続を優れたコスト効果で変更す
ることが可能になり、ファブリックエンジンモジュール
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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を追加するだけで全システムポートをより上位層のス
イッチング機能にシームレスにアップグレードすること
ができます。 

• 管理性  ---  柔軟な Webグラフィカルユーザーインタフェー
ス（ GUI）とコマンド行インタフェース（ CLI）ベースの管
理方法を使った先進的な管理性により、その制御能力と
セキュリティが強化されます。 

• ミッションクリティカルなアプリケーションのパフォー
マンスを保護  --- CiscoAssureのサポートによりエンター
プライズ全体のポリシーを中央で作成し、レイヤ 2 CoSお
よびレイヤ 3 ToS両方に対するネットワーク全体の QoS
が提供されることで、エッジからコアまでのアプリケー
ションパフォーマンスが保証されます

業界をリードする 1000BaseTネットワークインタフェー

。

スカードとの互換性

シスコとインテルは、シスコのギガビットイーサネット
ソリューションの有用性、柔軟性、および展開の容易性を
さらに向上させるために協力して取り組んできました。特
に、 1000BaseTデスクトップスイッチは、カテゴリ 5イン
フラストラクチャ用のギガビットイーサネットアダプタで
ある Intel PRO/1000 Tサーバアダプタとのシームレスな互
換性を備えています。したがって中堅企業のお客様は、ネッ
トワークの迅速な統合とギガビットイーサネットパフォー
マンスへのスピーディーな移行に必要な全ツールを、シス
コとインテルという業界リーダーから入手できます。 

Catalyst 2950T-24、 Catalyst 3550-12T、 Cisco
1000BaseT GBIC、および Catalyst 4000といったシスコ製
品は、銅線ベースのギガビットイーサネット環境のための
パワフルで使いやすい業界をリードするソリューションを

実現します。シスコのソリューションは、インテルのギガ
ビットイーサネットサーバアダプタによって補完されてい
ます

展開シナリオ

。

中堅企業は、要件、目標、および配線基盤に応じて、
様々な 1000BaseT展開シナリオから選択することができま
す。ローエンドまたはハイエンドのアプローチを必要とし
ている企業のために、以下にいくつかの展開オプションを
示します

ブランチオフィスの展開シナリオ

。

 

200～ 500人のユーザーを抱えているブランチオフィス
では、 100BaseTバックボーンが展開されていれば、簡単
に 1000BaseTに移行できます。なぜなら、 1000BaseTは
同じカテゴリ 5銅配線上で動作するからです。 1000BaseT
バックボーンは、高トラフィックおよび高帯域アプリケー
ションに必要な高速接続を、再配線のコストをかけること
なく LAN全体に提供します。 

Catalyst 2950T-24スイッチは、接続された PCへの 
10/100Mbps接続のほか、スタックトップでの Catalyst
3550-12Tスイッチへの 1000BaseTスイッチアップリン
クの提供に使用できます。また、 Catalyst 3550-12Tは、サー
バに 1000BaseT接続を提供したり、ルータに 100 Mbpsを
提供します。中堅企業やブランチオフィスは、こうしたシン
プルな 1000BaseTデザインを使ってネットワーク全体のボ
トルネックを大幅に軽減し、最適なパフォーマンスと生産
性を実現できます。
 

図3：1000BaseTブランチオフィスネットワーク
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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銅線によるギガビットイーサネットへの移行
1000BaseTキャンパス 

500人以上のユーザーを抱えるより大規模で複雑なネッ
トワークでは、ファイバを使ったギガビットイーサネット
接続を使って、キャンパス内のビルをリンクすることがで
きます。各ビルのワイヤリングクローゼット内では、 Catalyst
3550-12Tスイッチを使ってサーバへの 1000BaseT接続を
提供し、複数の Catalyst 2950T-24スイッチを集約できま
す。さらに、 Catalyst 3550-12Tの GBICポートを使い、 
1000BaseSXまたは LX GBICを用いてコアに接続するこ
とができます。 

Catalyst 2950T-24スイッチはギガビットアップリンク
を装備しており、 10/100速度を PCなどのデスクトップデバ
イスやワイヤレスアクセスポイントに提供します。別のビ
ルでは、 24ポート 10/100/1000BaseTラインカードを装着
した Catalyst 4000スイッチが 10/100/1000 Mbpsを同じイ
ンタフェース上で柔軟にサポートします。 Catalyst 4000ス
イッチはカテゴリ 5ケーブルを使って最長 100 mまでの距
離でギガビット速度をサポートします。 Catalyst 3500XL
スイッチは 10/100Mbpsアクセスをデスクトップデバイス
に提供し、 Cisco GBICを使ってギガビットアップリンクを
提供します。
 

図4：1000BaseTキャンパスネットワーク
Copyright  © 2001 Cisco Systems, Inc. All Rights Reserved.
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銅線によるギガビットイーサネット：問題解決

多くの中堅企業が、現在、将来の課題に直面していま
す。 ERPなどの最先端技術を利用するようになり、要求の
厳しい高帯域アプリケーションが増えてきたため、企業
ネットワークの輻輳がますます激しくなっているからです。
この結果、パフォーマンスが低下し、従業員の生産性や能
率が悪化する状態を招いています。シスコの 1000BaseTス
イッチングソリューションは、こうした問題を解決します。
この標準は、イーサネット環境で非常に手頃な価格で高い
パフォーマンスを提供します。さらに、このソリューショ
ンは既存の銅線ベースのインフラストラクチャや LANデ
バイスを使って運用できます。このため、中堅企業は、ミッ
ションクリティカルなアプリケーションに必要なスピード
と可用性を、大きな投資を行わないで速やかに利用するこ
とが可能となります。
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C isco Systemsは商標です。CiscoのロゴはCisco Systems, Inc.の登録商標です。
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